
工事起工 概要書
町　長 副町長 教育長 局　長 局長補佐 局　員 審　査 設計者

令和７年度　常北運動公園

テニスコートナイター照明改修工事

執 行 年 度

工 事 番 号
工  事  名

工 事 場 所
又は履行場所

施 工 方 法

工 期 又 は
履 行 期 間

受　注　者

費　　目

起　工　額

請負(委託)
に付する額

工事(業務)
価　　格

測量試験費
又は工事雑費

消費税相当額

請負(委託)
決　定　額

　工　　　事　　　概　　　要

内　　　容 規格１ 数量１ 単位１ 規格２ 数量２ 単位２ 規格３ 数量３ 単位３

増　減（△）

令和

請負 原契約年月日 年 月 日

令和 年 月 日　から 年 月 日　まで 日間　８ 　１ ３０令和

起　　工 第１回変更

      －         変更積算工事価格                                  円                                                                                               

請負比率       －         

変更工事価格       －                                           円

変更請負に付する工事価格

　　  　＝変更積算工事価格×請負比率

起工(前回変更)時の請負決定額
請負比率：

  起工(前回変更)時の積算額 

　　　　　(小数第７位切り捨て６位止め)

０７ 年度

東茨城郡　　　城里町 下青山

ナイター照明改修工事　一式

ＬＥＤ投光器　Ｍ－中狭角　２４台

ＬＥＤ投光器　Ｍ－広角　８台

投光器架台　４組

ナイター照明撤去　一式

変更理由

 起工 設計書

城里町



本　工　事　費　内　訳　書

摘          要 単位 数   量 単      価 金          額 備            考

常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事

Ⅰ 直接工事費 式 1.0 

Ⅱ 共通費 式 1.0 

合計

工事価格

消費税相当額 10%

請負に対する額

名                称

電気設備　P.1 城里町



本　工　事　費　内　訳　書

摘          要 単位 数   量 単      価 金          額 備            考

常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事

Ⅰ 直接工事費

電気設備工事

1 直接仮設工事 式 1.0 

2 夜間照明改修工事 式 1.0 

3 夜間照明撤去工事 式 1.0 

4 発生材運搬 式 1.0 

5 発生材処分 式 1.0 

Ⅰ　　計

名                称

電気設備　P.2 城里町



本　工　事　費　内　訳　書

摘          要 単位 数   量 単      価 金          額 備            考

常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事

Ⅱ 共通費

ａ 共通仮設費 式 1.0

ｂ 現場管理費 (率） 式 1.0

ｃ 一般管理費 (率） 式 1.0

Ⅱ　　計

名                称

電気設備　P.3 城里町



本　工　事　費　内　訳　書

摘          要 単位 数   量 単      価 金          額 備            考名                称

a 共通仮設費

a-1 共通仮設費 (率) 式 1.0 

a-2 共通仮設費 (積上げ)
L=6,000

　ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ 1か月 か所 1.0 

a-2計

小計

電気設備　P.4 城里町



本　工　事　費　内　訳　書

摘          要 単位 数   量 単      価 金          額 備            考

1 直接仮設工事

ﾗﾌﾃﾚ-ﾝｸﾚｰﾝ 10t　ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ付き 日 8.0 
伸縮ﾌﾞｰﾑ　ﾊﾞｽｹｯﾄ型

高所作業車 作業床高さ　24ｍ 日 8.0 

小計

名                称

電気設備　P.5 城里町



本　工　事　費　内　訳　書

摘          要 単位 数   量 単      価 金          額 備            考

2 ナイター照明改修工事

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      3.5mm2- 3C 露出 ｍ 50.0 

LED投光器       M-中狭角 LED1000W形 台 24.0 

LED投光器       M-広角 LED1000形 台 8.0 

投光器架台      図示 組 4.0 

小計

名                称

電気設備　P.6 城里町



本　工　事　費　内　訳　書

摘          要 単位 数   量 単      価 金          額 備            考

3 ナイター照明撤去工事

ｹｰﾌﾞﾙ撤去       CE3.5mm2-3C 露出 再使用しない   ｍ 50.0 

投光器撤去 安定器友    MF1000W 台 32.0 
 
投光器架台      図示 再使用しない 組 4.0 

既存ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ 撤去・復旧 式 1.0 

小計

名                称

電気設備　P.7 城里町



本　工　事　費　内　訳　書

摘          要 単位 数   量 単      価 金          額 備            考

4 発生材運搬

収集運搬費 4t ｺﾝﾃﾅ車 片道距離概ね25km 台 1.0 

小計

名                称

電気設備　P.8 城里町



本　工　事　費　内　訳　書

摘          要 単位 数   量 単      価 金          額 備            考

5 発生材処分

中間処理受託料金 安定型混合廃棄物                ㎥ 6.0 

小計

名                称

電気設備　P.9 城里町



特記仕様書 

 

１ 工事名 

   令和７年度　常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事 

 

２ 工事の目的 

   運動公園のナイター照明における既存照明設備をＬＥＤ照明器具に交換 

   することで、温室効果ガス排出量の削減、消費電力抑制及び維持管理費 

   の削減を図るもの。 

 

３ 工事内容 

（１）灯具及び設置に必要な付属品一式の取替工事（廃棄物の処分を含む） 

　　　既設の照明器具の安定器を撤去し、調達したＬＥＤ照明器具を設置 

 

４ 工事期間 

（１）契約期間 

      契約締結日の翌日から令和８年１月30日まで 

 

５ 工事場所 

   常北運動公園テニスコート 

   東茨城郡城里町大字下青山10番地　　ほか 

 

６ 交換対象灯数 

・テニスコート内ナイター：３２台…既設ランプ 

照明器具の仕様は下記のものと同等品以上のものとする。 

・ＬＥＤ投光器　Ｍ－中狭角　ＬＥＤ1000Ｗ形　岩崎電気　２４台 

・ＬＥＤ投光器　Ｍ－広角　　ＬＥＤ1000Ｗ形　岩崎電気　　８台 

・投光器架台　４灯用架台　岩崎電気　４組 

 

７ ＬＥＤ照明器具の取替工事 

（１）契約後速やかに施工計画（工程表、作業体制、安全管理計画等）につ 

いて、発注者と協議すること。なお、次の資料を提出すること。 

（ア）機器搬入スケジュール（様式任意） 

（イ）機器構成一覧表（様式任意） 

（ウ）作業体制表（様式任意） 

（エ）機器設置業者及び維持管理体制表（様式任意） 



（２）設置前に現場調査、回路調査等を十分に行い、作業を実施すること。 

（３）設置作業に使用する雑材は全て新品とする。 

（４）設置作業にあたっての安全管理については、発注者と打ち合わせを 

      行い、受注者の負担で安全確保に必要な措置を講ずること。また、設 

　　　置作業により生じた施設設備、電気機器等への不具合や事故について 

      は、受注者の負担により対処すること。 

（５）設置作業において発生する軽微な工事、補修等については、本契約の 

作業範囲として実施すること。 

（６）停電等、運営上必要な機能を停止する場合は、事前に発注者と日程等 

を調整し、事故、紛争等を防止すること。 

（７）搬入・搬出経路については、施設管理運営上の支障に留意し、施設管 

理者の承諾を得ること。 

（８）取替工事及び検査を含むすべての作業について、発注者と協議の上作 

業日時を調整すること。 

（９）現場建物等に損傷を与えることの無いように十分に注意し、万一損傷 

した場合は、受注者の責任及び費用負担において補修または復旧を行 

うこと。 

（10）既設の安定器を撤去し、撤去した安定器は関係法令に基づき適切な処 

分を行うこと。 

（11）設置が完了したＬＥＤ照明器具から使用の試行を行うこととし、障害 

が発生した場合は、受注者はその復旧をしなければならない。 

（12）発生材の処理については、全て、施設外に搬出し、建設工事に係る資 

材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適切に処 

理すること。検査においては、マニフェスト等を確認することとする。 

（13）照明灯設置後、照度について速やかに校正証の有る照度計によって照 

度実測を行い、性能を確認するものとする。 

（14）仮設・養生工に関する留意事項 

（ア）電気については、受注者負担とすること。 

（イ）器具等の保管場所については、施設管理者と協議すること。 

（15）施工に関する留意事項 

施工中も施設は運営するので、安全対策をしっかり行うこと。 

（16）設置中に事故が発生した場合は、直ちに契約担当者に通報するとと 

もに、事故発生報告書を契約担当者に速やかに提出すること。 

（17）設置作業完了後、完成図書（完成図、着手前―施工中―施工後(完成) 

      の状況の撮影記録、ＬＥＤ照明器具の物品一覧、設置機器図面等)を 



      提出すること。 

（18）本仕様書に記載しない事項については、公共建築改修工事標準仕様 

書（電気設備工事編）最新版／国土交通大臣官房官庁営繕部監修に 

より補完する。 

（19）設置作業に関して本仕様書に記載のない事項に疑義が生じた場合は 

発注者と協議すること。 

 

８ その他 

（１）仕様書に明示されていない事項については、発注者と協議の上、実施 

の有無を決定すること。 



表紙・図面ﾘｽﾄ

No 図面

常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事

電気設備図

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

電気設備 特記仕様書

ナイター照明 配置図

架台詳細・器具リスト・既存開閉器盤結線図

ナイター照明 照度分布図

仮設計画図

令和７年度



□地中線式    □架空線式

□ポリエチレン被膜鋼管（PLP）

□波付硬質ポリエチレン管（FEP）

マンホール，ハンドホール内でケーブルの余長を設ける。

（   箇所）

地中線路には、ケーブル埋設標を設ける。

□耐塩形（ケーブル端末処理材共）    □一般形

17．構内通信線路

□１基毎単独    □共用（ケーブル１芯線使用）

□耐塩形（ケーブル端末処理材共）    ■一般形

地中線路には、ケーブル埋設標を設ける。

（     4箇所）

マンホール，ハンドホール内でケーブルの余長を設ける。

□波付硬質ポリエチレン管（FEP）

□なし    □あり（□電池    □CVCF       KVA）

□防犯    □防災電源

□受変電    □空調    □衛生    □防災    □エレベーター

□１対１    □共通線    □符号伝送

□壁掛    □自立    □卓上    □デスク形

□液晶    画面，CRT    画面

□窓式    窓，グラパネ    点

□多機能式  台，卓上   台，壁掛    台

□１時間    □３時間    □  時間

□卓上形    □据置形

□併設形    □別置形

 局番  実装／容量（  ／  ）  内線  実装／容量（  ／  ）

□中継台式    □分散中継台    □ボタン電話式    

14．構内交換設備

□ポリエチレン被膜鋼管（PLP）

16．構内配電線路

□地中線式    □架空線式

□監視制御装置    （□液晶    □CRT）

□表示操作盤    （□ランプ    □LED   □液晶   □CRT）

□警報盤    （ランプ    □LED）

15．中央監視制御設備

       本工事の時  □専用  □共用    ﾘｯﾄﾙ

項目は下記のものとする。

□申請・届出書類一覧表および同控

害は、請負者の負担において、敏速、丁寧に復旧するものとする。

竣工引渡し後、かしの担保期間内において工事不良のため生じた損

□施工図製本  竣工写真アルバム

  □原図    □マイクロフィルム    □製本

  □配置図    □平面・立面・断面図    □仕上・面積表

□備品類明細書および受領書

  □鍵および鍵箱    □備品    □予備品

  □申請書・届出書    □保証書

  □検査済書    □使用許可書

□自主検査報告書    □工事完了届

□出来高調書および承認願・請求書    □変更工事見積書

□試験・検査報告書    □現場打合せ記録    

□施工計画書    □施工要領書    □施工図・機器製作図

  □就業状況    □搬入材、使用材状況    □工事記録写真

  □日報    □週報    □月報    □工事進捗

□機器・材料製造者承認願および一覧表

□下請業者承認願および一覧表

□工事工程表    □仮設計画図

□専門技術者届    □工事現場編成届    □現場常駐職員届

□工事着手届    □主任技術者および現場代理人届

□工事請負契約書写    □請負代金内訳書    □損害保険証書写

提出部数    □２部（発注者・監理者用）  □

いては遅滞なく作成し監理者に提出すること。

工事の準備・着工・進行・完成に際して、下記に指示する図書につ

本工事の施工にあたって、監理者の承認を得なければならない項目

    □施工図、原寸図、製作図

    □補足工程表および変更工程表

    □指示された材料、製品および機器の検査

    □指示された工程完了時点での中間検査

ならない項目は下記のものとする。

本工事の施工にあたって、監理者の検査をうけ、承認を得なければ

    □指示された施工または試験

    □各法令に基づく諸官庁の検査

16．工 事 保 証

□竣工図

□保安工事連絡先一覧表

  □主要詳細図

□竣工引渡書および受領書

□図書明細書および受領書

  □機器取扱説明書

  □工事および工具箱

        竣工時

15．提 出 書 類

14．工 事 区 分

       着工時

□工事記録報告書

       進行中

別紙工事区分表による。

13．承     認

12．検     査

は下記のものとする。

    □竣工検査

□開演ブザー付時計    □スピーカー組込（放送設備とする）

□塔時計    □残時計表示    □手術用時計

□アナログ       台    □デジタル       台

□打点式卓上形    □親時計組込３本バー    □電子式

□時報修正付    □時報子時計曜日選別装置付

□壁掛形    □自立形        回線水晶式

空配管、ダクト内には1.2mm以上のビニル被膜鉄線を挿入する。

■保安用接地（■本工事    □別途）

□埋込形   □半埋込形   ■露出形（■端子付  □端子無し）

（□端子付    □端子無し）

■壁掛式（□埋込    □半埋込    ■露出）□自立式

□亀甲形    □スタンド形    □クラゲ形    □ボタン電話用

■コロガシ配線方式    □床ダクト方式　　□フリーアクセスフロア

■配管    □ケーブルラック

制御    □現場盤手動操作      □中央監視盤遠方操作

監視    □警報盤による代表監視    □中央監視盤による監視

□鉛電池（シール形）    □アルカリ電池       

□閉鎖形    □開放形

□受変電用    □非常照明用    □受変電，非常照明併用

制御    □現場盤手動操作    □中央監視盤遠方操作

監視    □警報盤による代表監視    □中央監視盤による監視

４．主 配 線 盤

□接地極埋設    □建築構造体利用

□引下げ導線    □建築構造体利用

□突針（ １基）    □棟上げ導体   □金属手すり笠木（別途）等

□制御    □現場盤による手動操作    □中央監視盤遠方操作

□監視    □警報盤による監視    □中央監視盤による監視

□一般形    □ユニット形

分岐 □３相３線式    □200V    □400V　　□420V

   □単相２線式    □100V    □200V

     □単相３線式  200/100V   

幹線 □３相３線式    □200V    □400V　　□420V

３．接  地  極

２．避 雷 導 線

3．避雷設備

１．受  雷  部

３．監 視 制 御

２．制御盤形式

２．動力設備

１．電 気 方 式

４．特殊子時計

３．子  時  計

２．チャ イ ム

８．電気時計設備

７．呼  び  線

１．親  時  計

６．接     地

５．端  子  盤

□電池内蔵形    □電池別置形

埋込分電盤と二重天井間には予備配管（PFS28）×２本以上を設ける。

□配管配線    □ケーブル配線　

■設計図に明記なき場合は公共施設（形）とする。

□外部固定形    □内部固定形    □回転形または上下動形

る。ただし、２口の場合は複式を使用してもよい。

□壁付コンセント（2P15A）は原則として連用形（大角形）とす

□タンブラスイッチは連用形（大角形）とする。

□電池内蔵形    □電池別置形

９．予 備 配 管

８．天井内配線

７．照 明 器 具

６．床コンセント

５．配 線 器 具

４．誘 導 灯 類

３．非常用照明
７．電話配管・配線設備

２．分     岐

３．ローテンション

１．幹     線

４．監 視 制 御

３．負 荷 条 件 □10分    □30分

６．直流電源設備

２．形     式

１．用     途

□

５．監 視 制 御

表示方式    □15型カラーLCD表示

インチモニター

□壁掛　    □ラック架

□防犯   　 □監視

煙感知器    □専用    3種    □火報兼用

□都市ガス用    □LPG用

　     　　□無（手元手動）

自動復旧  □有（□電気式  □空気式  □本工事  □空調工事）

□定温式    □個別識別中継器（感知器）

□煙（□イオン式   □光電式）  □差動式

□消火栓（消火設備）に組込    ■専用総合盤組込型

□壁掛形  □自立形  　　回線

ダンパー等  　□地区別制御   □階集中制御

感知器   　 □専用　    □火報兼用

防火戸等    □地区別制御    □階集中制御

４．カメラ

３．ＩＴＶ

２．形式

１．用途

13．ＩＴＶ設備

６．ガ ス 漏 れ

５．防排煙制御

４．感  知  器

３．発 信 機 器

２．副 受 信 機

電線管類

電線・ケーブル

自火報・防排煙

インターホン

低圧遮断器

分電盤・制御盤類

照明器具

高低圧配電盤

遮断器・配電制御機器

変圧器・コンデンサ

メーカーリスト

種別

11．テレビ共同受信設備

火災報知  5回線  防排煙制御 -回線

□Ｐ型 2級 　5回線    □ＧＲ型 ・アドレス数255　

12．自動火災報知・防排煙制御設備

□複合形   □単独   □自立形   □壁掛形   □デスク形

□双方向性    □単一方向性

□低損失形    □一般形

□300Ω，□300Ω，75Ω    □75Ω

□直列ユニット方式    □幹線分岐方式（□分岐－分配

□壁面    □自立  １本

□VHF　（全帯域 １２素子  □アルミ製　□ステンレス製）

□UHF （２０素子  　　　　□アルミ製　□ステンレス製）

５．出力インピー

１．受  信  機

７．方    式

６．同軸ケーブル

    ダンス

２．ブースター □有    □無

４．信号分配方式

３．支持ポール

１．ア ン テ ナ

４．そ     の     他

５．装 柱 器 材

１．配 線 方 式

２．地中管の材質

３．地中線路の余長

                    □分配－分配） ６．外 灯 接 地

５．装 柱 器 材

４．そ  の  他

３．地中線路の余長

本仕様書・図面に記載なき事項でも本工事の完成に必要と考えられる

事項、軽微な変更・追加工事は監理者の指示により異議なく施工する

こと。　尚、その費用は請負者の負担とする。

（以下「共仕」という）、

本工事の施工にあたって、監理者の立会いをうけなければならない

で試験を行い、その試験成績書を監理者に提出して、確認をうけな

ければならない。なお、これに要する費用は請負者の負担とする。

理者の指示のあるものは、公的試験所または監理者の認める試験所

工事に使用する材料のうち、設計図書に定められたもの、または監

ない特殊な材料等の仕様は、当該製品の製造所の指定仕様による。

「共仕」およびその他の仕様書または本特記仕様書に記載されてい

同等とし、予め監理者に申し出て承認をうける。

本特記仕様書で指定されたメーカーおよび材料以外を使用する場合は

使用する材料の品質および寸法等はJISおよびJASSの規格品とし

連官公庁の指導をうけて進めること、万一損傷その他の危害が発生

した場合は、請負者の負担により速やかに補修および補修をする事。

障害等近隣に及ぼす公害が発生しないよう、各種法令を遵守し、関

本工事の施工により騒音、振動、塵  、地盤沈下、道路損傷、通行

者と協力し､工事全体の円滑な進捗を図る。

別契約の関連工事については、監理者の指示により、当該工事関係

建築確認申請は除く）その手続きに関する費用は請負者負担とする。

を遵守し、必要ある届出、手続きはすべて請負者が行なう（但し、

本工事に関係ある法令（条例等を含む広義の法を示す。以下、同じ）

４ 設計図面    ５ 共仕およびその他の仕様書

１ 質疑回答書    ２ 現場説明書    ３ 特記仕様書

本工事の仕様の適用に対する優先順位は下記の通りとする。

「電気設備工事標準図」、「電気設備技術基準」、「内線規定」、

本工事の仕様について設計図書に記載のない場合は、

    書・設計図面の総称である。

２）ここで設計図書というのは質疑応答書・現場説明書・特記仕様

１）この特記仕様書は本工事の仕様についての特記である。

設計図書に示す範囲とし、工事項目は下記による。８．工  事  項  目

工事種目

11．立  合  い

10．材 料 試 験

９．特殊な材料の仕様

８．材      料

　　追加

    工事

    対する配慮

７．第三者損害に

６．別契約の関連

    手続き

５．官公署等への

工  事  概  要

１章  総    則

４ ． 軽 微 な 変 更

３．優 先 順 位

２．仕様の指示

１．定      義

電気設備工事特記仕様書

主燃料槽（□本工事〉□別途）

小出槽  □組込形    □別置形        ﾘｯﾄﾙ

種類    □Ａ重油    □軽油    □灯油

冷却方式   □ラジェター  □水冷式（□循環    □放流）

配電盤    □組込形      □別置形

始動器    □電気式      □空気式（□10    □40）秒始動

       □閉鎖式      □開放式

電源機    □ディーゼル（発電機        KVA）

三相３線  □６KV □200V □400V □50Hz □60Hz

□防災用    □保安用            時間運転

制御    □現場盤手動操作    □中央監視盤による遠方操作

監視    □警報盤による代表監視    □中央監視盤による監視

総容量（高圧） 53.2kvar　（Ｌ＝６％）

設置場所    □高圧側    □低圧側

自動力率調整装置（□有  □無） ・リアクトル（□有  □無）

高圧電動機容量（高圧）        KW

総容量   三相  KVA ，単相   KVA

□モールド式（□ケース付    □ケース無し    □温度計付）

定格遮断電流    □12.5KA    □31.5KA

□PF-S形    限流ヒューズ（開閉器と組合せ形とする）

□VCB形   　□引出形    □固定形

□開放形    （□開放形    □一部開放形）

□キュービクル式    （□屋内一般形 　□屋内薄形 　□屋外形）

□架空受電 地中引込方式

□地中引込方式    ■架空引込方式

受電方式    □各一回線    □本線予備線二回線

受電々圧    単相３線式  200-100V  □50Hz   □60Hz

□油入式

■既存照明器具(投光器)をＬＥＤ照明器具(投光器)とする。

分岐 ■単相２線式  200V(既存)       □単相２線式  100V

幹線 ■単相３線式  200/100V(既存)  □直流２線式  100V

１．電灯設備（コンセント含む）

□直流電源装置    □防災盤        □

□配電盤       □自家用発電装置    □構内交換機

0.4
0.6
１階

３章．設備概要

２．L E D 灯

１．電 気 方 式

埃

重要度高い設備機器

重要度の高い設備機器

上記以外の設備機器

設計用水平震度

対象設備

４．燃      料

２．電 気 方 式

３．形      式

１．用      途

５．自家発電設備

最上階･屋外･塔屋２階床以上

0.6
1.0

1.0
1.5

設置場所

  （警報接点付）

８．監 視 制 御

７．進相コンデン

    サー

６．設 備 容 量

２章  共通工事仕様書

５．変  圧  器

４．主遮断装置

３．形     式

２．引 込 方 式

４．引込設備

１．引 込 方 式

６．スピーカー □天井埋込（23ｃｍ）  □壁掛形    □トランペット形

配管配線（シャフト内迄）    □本工事    □別途

□親子式    □相互式    □卓上形    □壁掛形

□同時通話方式    □電話機形    □拡声形

□親子式    □相互式    □卓上形    □壁掛形

□同時通話方式    □電話機形    □拡声形

子機   ■スピーカー形壁掛形（□照明付）    □壁掛電話機形

親機   □同時通話方式      □卓上   ■壁掛

10．インターホン設備

基準適合ラベルが貼付されたものとする。

非常用、業務非常用に用いる主要機器は非常用放送設備委員会の

□配管配線    □ケーブル配線

□壁掛    □スピーカー内臓

 □エレベーター用 機器別途

 □ 業 務 用

 □ 保 守 用

□

 □ 受 付 用

１．用    途

９．機    材

８．天井内配線

７．音量調整器

５．対 象 設 備

２．地中管の材質

１．配 線 方 式

６．予 備 電 源

４．伝 送 方 式

３．盤  形  式

２．表 示 方 式

１．監 視 方 法

□ワイヤレス    （□ハンド形    □タイピン形）

□ダイナミック    □コンデンサ

□無指向性    □単一指向性

□チャイム    □ベルタイマー　　□CDユニット

□ワイヤレス受信機（□200MHz  □400MHz）チャンネル

□ＢＧＭ    □ラジオチューナー（□AM    □FM）

出力６０W    一般 ５回線    非常    回線

□卓上形    □キャビネットラック形    □壁掛形

□業務用  □非常用  □業務非常用  □個別放送（□有 □無）

５．マイクロホン

４．付 属 機 器

３．遠隔操作盤

２．増幅器，操作器

□有    □無

１．用      途

９．放送設備

５．電 源 装 置

７．専    用    線

６．電  話  機

□有

３．中  継  台

４．本 配 線 盤

２．交  換  機

１．中 継 方 式

パナソニック・岩崎電気

メーカー名

          □鉄          製    箇所    

          □コンクリート製    箇所

  □コンクリート製    箇所

  □鉄   製    箇所    

１）面積（令第２条第１項第３号による算定）７．規模および構造

□新築   □増築   □改築   ■改修  □一部移設

その他の区域、地域、地区、街区（        ）

□防火    □準防火    □指定なし

□住居  （        ）    □近隣商業

□低住専（      種）    □中高住専（      種）

６．工  事  種  別

５．主  要  用  途

４．防  火  地  域

運動公園

３．用  途  地  域

２．工  事  場  所

１．工  事  名  称

ロ．自動車車庫等の部分

４）高さ  最高の高さ ｍ    最高の軒の高さ ｍ

３）階数  地上   階    地下 　階    塔屋   階

      □ＲＣ造   □ＰＳ造    □ＳＲＣ造

２）構造  □Ｗ造    □ＣＢ造    □Ｓ造（□耐火・□準耐火）

建  築  面  積

積 ハ．住宅の部分

イ．建築物全体

面
べ

延

敷  地  面  積

以外部分

工事範囲今回工事

範囲部分
合計

□商業    □準工    □工業    □工専    □指定なし

下記の工事は別途工事とする。９．別  途  工  事

電灯改修設備
電灯撤去設備
避雷設備
低圧引込設備
自家発電設備
直流電源設備
電話配管設備
電気時計設備
放送設備
表示設備
インターホン設備

テレビ共同受信設備

火災報知設備
防排煙制御設備
防犯設備
構内交換設備
中央監視制御設備

構内配電線路設備

構内通信線路設備

適用

「ＪＩＳ基準」の最新版による。

□ＣＳ１１０°/ＢＳ　６００φ

ITV設備

□自動試験機能付

1.

2.

3.

4.

配管工事 パネル貫通部においては、配管両端のパテ埋め処理及び天井裏

特記なきケーブルラック仕様は鋼板製とする。ケーブルラック

天井裏の吊金具は上階スラブまたは鉄骨から支持すること

とし、吊ピッチ２ｍ未満、その振れ止めも考慮すること。

配線工事 低温環境(－５℃以下)となる場所に敷設する配線は耐低温電線

配線器具 図中、特記なきプレートは（■新金属　□樹脂製）とする。

5.

耐 震 施 工

他工事の調整 工事にあたっては、他関連工事業者と協調して施工を行うもの

とする。また、その調整会議において監督員より指示があった

場合は必ず出席するものとする。

設備機器の固定は、建設省住宅局建築指導課監修の

「建築設備耐震設計・施工指針」により施工する。

なお、設計用水平地震力は、次に示す設計用水平震度に機器

また、設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とする

配線器具・電材 パナソニック

のウレタン発泡を行うこと。

屋上及び屋外に敷設する場合において人が歩行する箇所は、

縞鋼板製屋根形カバー設けるなど必要な処置を行うこと。

天井パネル上に支持する場合は、架台足ピッチを1.0ｍ未満

とし、ゴムシート敷きなどパネルへの影響を考慮すること。

（ポリエチレンシースケーブル）を使用すること。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「電気設備工事共通仕様書」

の重量を乗じたのもとする。

□ドーム形　    □一般形

（屋外は一般形）

6.

茨城県東茨城郡城里町上青山

受電々圧    ３相３線式  200V  □50Hz   □60Hz

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

縮尺図面名称

通し番号図面番号プロジェクト名

ＮＯＮ
電気設備 特記仕様書

E-01

幹線 ■3相３線式  200V(既存)  □直流２線式  100V

常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事
令和７年度

常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事
令和７年度



縮尺図面名称

通し番号図面番号プロジェクト名

Ａ－１　１：２００ナイター照明 配置図

E-02

A-1 B-1 C-1

A-2 B-2 C-2

コンクリートポール １６ｍ-２２Φ-１５００Ｋｇ(既存)

コンクリートポール １６ｍ-２２Φ-１５００Ｋｇ(既存)

PB既存再使用 PB既存再使用

PB既存再使用PB既存再使用

Ｍ-中狭角×4台
Ｍ-中狭角・Ｍ広角×2・Ｍ中狭角

Ｍ-中狭角×4台
Ｍ-中狭角・Ｍ広角×2・Ｍ中狭角

Ｍ-中狭角×4台
Ｍ-中狭角・Ｍ広角×2・Ｍ中狭角

Ｍ-中狭角×4台
Ｍ-中狭角・Ｍ広角×2・Ｍ中狭角

40
,0

00
3,

10
0

建築物

3,100121,0003,100

照明柱記号 照明器具(現況撤去)

MF1000W×8

MF1000W×8

MF1000W×8

MF1000W×8

(内1台は残置灯)

照明器具(改修後) 照明器具架台

８灯用 既存撤去/改修

８灯用 既存撤去/改修

８灯用 既存撤去/改修

８灯用 既存撤去/改修

注1,配線ケーブルは柱上ＰＢ～照明器具間は改修すること。
（ＥＭ－ＣＥ５.５ －３Ｃ １Ｃアース）□

注2,柱上の電撃殺虫器は今回工事範囲外とする。

上記以外の配線・配管既存再使用とする。

A-1

B-1

C-1

A-2

B-2

C-2

Ｍ-中狭角×6台 (内1台は残置灯)Ｍ-広角×1台

Ｍ-中狭角×6台

城里町役場

桂
常

北
バ

イ
パ

ス

城 里地区交番

JA水戸 しろさと支店

城里町常北学校
給食センター

城里町常北公民館

城里町立常北中学校

常北運動公園テニスコート

東茨城郡城里町大字下青山1-1

野球場

案　内　図

Ａ－３　１：４００

常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事
令和７年度

既存照明

既存照明

既存のまま 既存のまま

Ｍ-中狭角×6台 (内1台は残置灯)Ｍ-広角×1台

既存のまま

(内1台は残置灯)

Ｍ-中狭角×6台

既存のまま

既存のまま

既存のまま



縮尺図面名称

通し番号図面番号プロジェクト名

Ａ－１　１：４０
Ａ－３　１：８０架台詳細・器具リスト・既存開閉器盤結線図

E-03

13
,
10
0

2
,9

0
0

16
,
00
0

450 695450695

96
0

1,
5
00

電撃殺虫器（改修しない）

CP 16-22-1500（既存再使用）

手元開閉器盤（既存再使用）

LED投光器1500形×8

投光器改修詳細図 １／４０

① 架台用アーム ② 安定器取付金具

③ 投光器取付板 ④ アーム体

⑤ アーム体取付バンド ⑤ 安定器取付バンド

※ 投光器撤去 MF1000W 8台/1基  ×8 = 64台撤去（安定器共）

既存投光器・架台撤去図

投光器　マルチハロゲンタイプ１０００形

電源内蔵タイプ

投光器リスト（改修後）

投光器架台参考図（改修後）

MCB 3P
50/50

RST UVW

3Φ3W200V

電源 投光器

RS UV

電源 殺虫器

1Φ2W200V

RS UV

電源 残置灯

1Φ2W200V

MCB 3P
50/50

RST UVW

3Φ3W200V

電源 投光器

RS UV

電源 殺虫器

1Φ2W200V

開閉器盤結線図（既存）

A-1 B-1 C-1

開閉器盤結線図（既存）

A-2 B-2 C-2

広角配光タイプＭ-広角投光器 マルチハロゲンタイプ１０００形

電源内蔵タイプ 落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ｋＶ

投光器リスト（改修後）

中狭角配光タイプＭ-中狭角

8灯用架台
(参考品番：PD811S)

定格光束：67000lm

消費電力 ４１３Ｗ

定格光束：71000lm

消費電力 ４２７Ｗ

落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ｋＶ

Ｅ３９００１Ｗ/ＮＳＡＪ２　相当品Ｅ３９３０１ＭＮ/ＮＳＡＪ２　相当品

常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事
令和７年度



縮尺図面名称

通し番号図面番号プロジェクト名

Ａ－１　１：２００
Ａ－３　１：４００

ナイター照明 照度分布図

E-04

30

30
30

30
50

50

50 50
50

50

5050

100

100
100

100 100

100
100

100

200

300

300

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

500

単位：lx

128，200

47
.2

00

器具品番 NYS30527-LF2 NYS30547-LF2

器具種類 投光器 投光器

ランプ LED5000_85_69000 LED5000_85_69000

全光束 69000 lm 69000 lm

保守率 0.81 0.81

器具コード K0185629 K0185429

取付高さ 11.7 m 11.7 m

取付台数 36 台 12 台

エリア 競技エリア コート1 コート2 コート3 コート4 コート5 コート6

平均照度 477 lx 506 lx 502 lx 504 lx 504 lx 502 lx 506 lx

最小照度 287 lx 357 lx 415 lx 399 lx 399 lx 415 lx 357 lx

最大照度 693 lx 693 lx 616 lx 618 lx 618 lx 616 lx 693 lx

G1（最小／平均） 0.601 0.706 0.826 0.792 0.792 0.826 0.706

G2（最小／最大） 0.413 0.516 0.673 0.645 0.645 0.673 0.516

コート6コート1 コート2 コート3 コート4 コート5

39
,0

0
0

120,000

[Ｍ-広角][Ｍ-中狭角]

常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事
令和７年度



縮尺図面名称

通し番号図面番号プロジェクト名

121,000
40

,0
00

3,
10

0
3,1003,100

仮設計画図

E-05

A-1 B-1 C-1

A-2 B-2 C-2

建築物

ネットフェンス撤去・復旧

3
,
00
0

ネットフェンス撤去・復旧

ネットフェンス撤去・復旧

2,000 2,000 2,000

6,000

基礎撤去・復旧（300×300×600）基礎撤去・復旧（300×300×600）

柱撤去・復旧（L-75×75×6）柱撤去・復旧（L-75×75×6）

扉撤去・復旧（W2,000×H1,800）

▼

工事車両搬入経路

既存ネットフェンス撤去・復旧（詳細図参照）

仮設キャスターゲートL=6,000

既存ネットフェンス詳細図　1/50

Ａ－３　１：100・400
Ａ－１　１： 50・200

仮設計画図　1/200

高所作業車 ラフタークレーン

※既存人工芝を傷めないようにアウトリガー接地面等は養生を行うこと。

常北運動公園テニスコートナイター照明改修工事
令和７年度


